	トランクルーム


倉庫事業者の運営するトランクルームは、法人利用が中心であるが、近年、内部統制の強化などにより、書類保存での利用が増加しており、施設の増強の動きもみられる。一方、非倉庫事業者の運営するレンタル収納スペースは、拠点数の増加を受け、認知度も高まり、一般消費者のクローゼットや物置代わりとしての利用を中心に伸びを示している。

両者とも、今後も利用者の拡大が見込まれるとの見方がある一方、需要開拓のための低価格化が進むとの見方もあり、高付加価値化と低価格化の二極化が進むものと思われる。
業界概要　

日本で、一般消費者を対象とした物品保管が業として行われたのは、昭和６年に倉庫事業者によって開設されたトランクルームが最初と言われている。これは、当時、アメリカで発達していた個人の家財等を扱う専門倉庫をモデルとしたものである。
その後、倉庫事業者のみならず、非倉庫事業者もサービスを提供するなど、業界の拡大が進んだことから、法律の改正、標準約款の策定等が進められた。
ここでは、非商品の保管、および、保管場所の提供に関わる収納ビジネス業界をまとめて取り上げる。
当業界は、運営主体、責任の所在により大きく２つに分けられる。１つは、倉庫事業者が、倉庫業法に基づき、物品を責任保管するもので、「トランクルーム」と呼ばれている。もう１つは、非倉庫事業者が、不動産賃貸借契約に基づいて収納スペースを提供するもので、「レンタル収納スペース」等の名称で呼ばれている。ただし、後者においても「トランクルーム」の名称が使われているケースもあり、必ずしも明確に使い分けされている訳ではないため、本調査の業種名は、「トランクルーム」とした。
トランクルームは、倉庫の一部をトランクルーム用のスペースとしていることが多い。物品の出し入れは事業者側が行うことから、出し入れ可能な時間が限られており、また、物品の出し入れに際して料金が発生する。利用者は、法人が中心で、当初は、海外赴任者の残置家財が多かったが、現在では、書類が中心となっており、また、引越、リフォーム事業者等が顧客の家財を一時保管する場所としても利用している。このほか、美術品や毛皮などの保管もみられる。責任保管という点では、必要な書類だけを抜き出すなどのサービスも行っており、閲覧スペースを設けているところもある。

レンタル収納スペースは、不動産や物流関連の事業者が、ビルを区切ったり、屋外にコンテナを設置し、サービスを提供したりしているほか、高架下用地の有効活用を目的に鉄道事業者が施設を整備、運営しているなど、様々な種類がみられる。利用者自らが物品の出し入れを行うことから、利用時間の制約がないところが多いが、管理人を配置している関係で利用時間を定めているところもある。利用者は一般消費者が中心で、衣服、冬用タイヤ、レジャー用品などの季節性のある物品の保管など、クローゼットや物置の代わりとして利用している。このほか、かつては、いわゆる都心回帰（郊外の一戸建てから都心部のマンションへの引越）に際して、現在では、単身者の長期入院、高齢者のシルバーマンション入居に際しての利用もみられる。
大阪の状況

トランクルームとレンタル収納スペース両方の事業者数を想定し、タウンページで検索すると、全国で3,118件、大阪府で396件が該当し、シェアは12.7％となる（表１）。トランクルームに限定し、社団法人日本倉庫協会のデータをみると、事業者数は、全国で364件、大阪府内は40件で、大阪府が全国に占めるシェアは11.0％である（表２）。
同じように府内の状況を確認すると、大阪市内での立地が半数前後を占めるが、前者は、人口の多い堺市や豊中市、高槻市などの立地も多く、大阪市内でも都心部や住宅地域での立地がみられる。一方、後者は、大阪市内は湾頭地区が中心で、倉庫が多く立地している茨木市、東大阪市などの立地も多い。これは、倉庫の有効活用としてトランクルーム事業を行うため、既存の一般倉庫の立地場所が影響しているものである。
利用増加により増収傾向
近年の景況を確認すると、法人では、賃貸オフィスに書類を保管するより賃料が安いこと、内部統制強化、規制強化等により、保管対象書類が拡大、長期化する傾向にあることなどから、トランクルームの利用が増えている。ただし、世界的な景気の悪化により、海外赴任者数が減少しており、残置家財の保管は減少傾向との指摘もあった。このほか、本社機能の東京への移転、総務機能の東京への集約化や大阪勤務から直接海外に赴任するのではなく、東京勤務を経て海外赴任する者が多くなるなど、大阪の経済力の低下により、トランクルーム取扱量やその伸びは、東京よりも低いとの意見も聞かれた。
一般消費者では、当サービスの存在を知った際、あるいは、自宅の収納スペースが一杯になった際に利用を始めることが多いが、近年、大手事業者を中心に、レンタル収納スペース拠点が増加していることもあり、利用者数は伸びている。日常生活とのつながりが強いことから、自宅から１キロメートル圏内にあるレンタル収納スペース等の利用が多いとのことである。
なお、東日本大震災の後、安全な場所に資産を保管する動きがあるとの報道もみられたが、大阪ではそうした動きはみられないとのことであった。

収益面では、価格引き下げ要求への対応などにより、売上ほどの伸びはないとするところが多い。このほか、一般消費者についての代金回収のリスクを懸念する意見もあった。これは、法人と比べ、一般消費者では信用情報が得にくいなか、利用料金を滞納する者もみられ、そうした場合には、売掛金を回収できないだけではなく、利用者の捜索や保管品の最終的な処分に多額のコストや手間隙がかかること、処理までの機会損失など、負担がかなり大きいとのことであった。このため、各事業者では、法人経由の取引に注力する、免許証等の提示や保証人を求める、口座引き落としにするなどの対応策を講じている。
レンタル収納スペースを中心に設備投資の動き
倉庫事業者においては、トランクルームそのものを新築設置するような大規模な設備投資はみられないものの、書類保管、書類の電子化への対応を中心とした設備投資の動きがみられる。
非倉庫事業者においては、大手事業者を中心に拠点数の増強を図っているほか、遊休不動産の活用の観点から参入する事業者もみられる。
雇用増加にはつながらず
倉庫事業者では、物品の出し入れに従業員が関わっているが、その頻度が多くないことから、一般貨物と兼務で作業に従事していることが多く、トランクルームの利用増加は雇用増加にはつながらないとのことであった。

非倉庫事業者でも、施設は増えていても、管理人を常駐させていないケースが多いことから、雇用増加にはつながらないという意見が多かった。
サービスを「見える化」させる動き

各事業者では、保管状態や預けられないもの、他のサービスとの違いなどを契約前に詳細に説明しており、トラブルを未然に防ぐよう努力しているところが多い。
業界全体の動きとしても、提供するサービスの質の認証など、サービスの「見える化」に取り組んでおり、トランクルームでは、定温、定湿、防塵、防虫、防磁、常温・常湿に関して一定の性能を有している場合、国土交通大臣の認定を受け、「優良トランクルーム」の認定マークを掲示することができる。また、非倉庫事業者においても、業界団体が基準をクリアしたものに対して、推奨マークを発行している。

今後の見通し
トランクルームでは、法人の利用が一定程度進んできたこと、海外赴任者数の減少などから、今までのような高い成長は望みにくいと判断されている。このような状況の下で、収益性の更なる向上を目的として、文書を単に預かるだけではなく、必要な文書のみを取り出す、文書を電子化する、保存期限の過ぎた書類を溶解処理するなど、責任保管機能を活かした高付加価値事業の展開を強めている事業者がみられる。

一方、レンタル収納スペースでは、需要の掘り起こしに注力するとともに、クローゼット・物置代わりから、趣味のための部屋など、新たな用途を訴求する動きもみられる。また、商業施設の遊休スペースを活用するなど、他分野の事業者との連携の動きもみられる。
このように、需要開拓や新たな機能、用途の提案等により、引き続き大きな伸びが期待できるとの声がある一方、一般消費者向けでは需要開拓のため低価格化を進めざるを得ないとする見方もあり、高付加価値化と低価格化の二極化が進むものと思われる。
（竹原　康幸）
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①全国の状況 ②府内の状況（上位６都市）

件数対全国比 件数 構成比

大阪府 396 12.7 大阪市 177 44.7

東京都 487 15.6 堺市 26 6.6

神奈川県 254 8.1 豊中市 20 5.1

愛知県 129 4.1 高槻市 18 4.5

全国 3,118 100.0 東大阪市 16 4.0

茨木市 16 4.0

大阪府 396 100.0

資料：ｉタウンページ（URL:http://itp.ne.jp/）

表２　トランクルーム事業者数

①全国の状況 ②府内の状況（２件以上の都市）

件数対全国比 件数 構成比

大阪府 40 11.0 大阪市 21 52.5

東京都 55 15.1 茨木市 7 17.5

神奈川県 43 11.8 東大阪市 3 7.5

愛知県 29 8.0 摂津市 2 5.0

全国 364 100.0 大阪府 40 100.0

資料：社団法人日本倉庫協会ホームページ

（URL:http://www.nissokyo.or.jp/navi/index.html#a2）

(注）同一事業者であっても、拠点が異なる場合

は、別カウントとなっている。

(注）トランクルームとキーワード入力しての検索

結果に基づく。
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